
早稲田大学大学院人間科学研究科・博士後期課程早稲田大学大学院人間科学研究科・博士後期課程
橋本橋本 彩彩

水の神：龍・ナーガに捧げる競漕祭と稲作文化
～アジアにおける広がりとラオスの現状～



アジアに広がる競漕祭文化

清水純、p.55地図を加筆修正
1985「船競漕の文化潮流」『蒼海訪神うみ』大林太良、宮田登、萩原秀三郎編、旺文社



中国の龍舟競渡分布図

萩原秀三郎萩原秀三郎 19921992「太陽信仰と龍」「太陽信仰と龍」『『アジアの龍蛇アジアの龍蛇 造形と象徴造形と象徴』』
アジア民族造形文化研究所編、雄山閣、アジア民族造形文化研究所編、雄山閣、9090頁頁



１．中国 競渡の最も古い記録 ３世紀 江蘇省
龍舟の記録は唐代（６１８～９０７年）以降

＜競渡の目的＞ (１）悪疫払い
（２）降雨・豊穣祈願
（３）楚の時代（紀元前３世紀）の高官屈原に因んで

２．日本 龍舟の登場は１０世紀 宮廷娯楽として
競漕としての記録は１４世紀に福建省から伝えられた
沖縄（那覇）のハーリー
長崎のペーロンは１５世紀に同じく福建省から伝えられた

＜競漕の目的＞ 主には雨乞い・豊穣祈願
豊漁祈願

アジアに広がる競漕祭文化



香港の龍舟競漕

旧暦５月端午節に開催旧暦５月端午節に開催



中国・農民画
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沖縄のハーリー（爬龍船競漕）

５月３、４、５日開催（那覇）５月３、４、５日開催（那覇）



88

長崎のペーロン

７月末開催７月末開催



日本の船競漕の存在数

海の博物館（編）海の博物館（編） 2001 2001 『『日本列島沿岸における「船競漕」の存在分布報告書日本列島沿岸における「船競漕」の存在分布報告書』』
東海水産科学協会東海水産科学協会



競漕の象徴性：水と稲の関係



カンボジアの舟
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インドの競漕祭

８月開催（ケララ州）８月開催（ケララ州）
収穫祭の一部収穫祭の一部
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競漕の象徴性：水と稲の関係



鳥と舟競漕の関係性

ヘーガー１式銅鼓（前８ヘーガー１式銅鼓（前８～～４世紀）４世紀）
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鳥と舟競漕の関係性

日本にみられる龍頭鷁首日本にみられる龍頭鷁首

タイの王室御座船タイの王室御座船
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競漕の象徴性：水と稲の関係



水牛と舟競漕の関係性

ラオスの舟ラオスの舟 中国貴州省
苗族の舟
中国貴州省中国貴州省
苗族の舟苗族の舟

Institute of cultural research 2000 Treasure of Luang Prabang p.117
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ラオス人民民主共和国 基本情報

★面積 ２４万平方キロメートル（日本の本州とほぼ同じ）

★人口 ６１２万人（２００９年、ラオス統計局）

★民族 ラオ族を含む49民族

★言語 ラオス語

★宗教 仏教

★一人当たりGDP ９１６ドル（２００９年）

★通貨 キープ(kip)

★労働人口の約８割が農業に従事



ラオス人民民主共和国 地図
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ラオスの伝統的慣習：ヒート・コーン・パペニー



ヒート・シップソーン



旧暦11月の満月 出安居（オークパンサー）祭

僧侶が僧侶が33ヶ月間の修行を終え、出安居の儀式をおこなう仏教行事ヶ月間の修行を終え、出安居の儀式をおこなう仏教行事
一般市民は、その朝、寺へ集い喜捨をおこなう。一般市民は、その朝、寺へ集い喜捨をおこなう。

満月の夜 ライ・フアファイ
火を灯した舟やカトーンと呼ばれるバナナの幹で作られたものを火を灯した舟やカトーンと呼ばれるバナナの幹で作られたものを
メコン川へ流す。メコン川へ流す。

満月の翌日 ワットチャン競漕祭

祭りの構成
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移動遊園地移動遊園地

出店出店

出安居の朝に寺の前で出安居の朝に寺の前で
お供え物を売る売り子たちお供え物を売る売り子たち
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ライ・フア・ファイライ・フア・ファイ

先祖の霊を慰める先祖の霊を慰める
悪いものを流す悪いものを流す



ワット・チャン競漕祭の様子
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ワット・チャン競漕祭以外のレース(2007年)



Archaimbault 1972, Carte IIに加筆修正

約５０年前の調査における競漕祭儀礼とナーガ信仰

★
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水神ナーガ信仰と稲作
旧王都ルアンパバーンの場合



競漕祭に参列される競漕祭に参列される
王族王族

Evans, G. 2009 Evans, G. 2009 The Last Century of Lao Royalty: A documentary historyThe Last Century of Lao Royalty: A documentary history, , 
Chiang Mai: Silkworm Books, p.341  Chiang Mai: Silkworm Books, p.341  



ラオス王国時代に発行された1000キップ札
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競漕祭における競漕のコース

1

2

３

4



競漕祭をとりまく村人たちの儀礼（１）
舟を川へ着水させる際のバーシー・スー・クワン

舟の精霊に対する儀礼 ハートサイフォン郡HT村舟の精霊に対する儀礼舟の精霊に対する儀礼 ハートサイフォン郡ハートサイフォン郡HTHT村村



舟をおろす日の朝：僧侶への喜捨と僧侶による祝福儀礼



舟の精霊を祀る舟の精霊を祀るHo(Ho(祠）祠）

舟の精霊に対する儀礼を行なうモーポーン舟の精霊に対する儀礼を行なうモーポーン舟の精霊に対する儀礼を行なうモーポーン



モーポーンならびにモーポーンならびに
村人たちが舟に綿糸を村人たちが舟に綿糸を
結びつける。結びつける。

漕ぎ手に対しても祝福漕ぎ手に対しても祝福
および無事を祈り、および無事を祈り、
綿糸を腕に結ぶ。綿糸を腕に結ぶ。



3636



舟を降ろすと、ラオスで一般的な舟を降ろすと、ラオスで一般的な
ラム・ヴォンという踊りや歌が始まる。ラム・ヴォンという踊りや歌が始まる。



舟の精霊は女性と考えられているため、お供え物も女性が舟の精霊は女性と考えられているため、お供え物も女性が
喜ぶ品物となっている。喜ぶ品物となっている。



競漕祭に付随する鳥占い

舟の精霊に捧げたお供え物の鳥の癒合鎖骨の開き具合や向きで競漕の吉兆を占う舟の精霊に捧げたお供え物の鳥の癒合鎖骨の開き具合や向きで競漕の吉兆を占う



競漕祭をとりまく村人たちの儀礼（2）
村主催の競漕祭前におこなう村の守護霊への祭祀

ヴィエンチャン特別区ハートサイフォン郡ヴィエンチャン特別区ハートサイフォン郡STST村村



舟の精霊は女性と考えられているため、その精霊の代わりとして若い女性が村から舟の精霊は女性と考えられているため、その精霊の代わりとして若い女性が村から
選ばれ、奇麗な服で着飾る。村の守護霊の祭壇では、守護霊を喜ばせるために踊りが選ばれ、奇麗な服で着飾る。村の守護霊の祭壇では、守護霊を喜ばせるために踊りが
舞われる。舞われる。
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舳先と艫に守護霊を招き入れた舳先と艫に守護霊を招き入れた
銀のカップをくくりつける。銀のカップをくくりつける。
落とすと大事になるため、慎重に落とすと大事になるため、慎重に
結び付けられる。結び付けられる。

先頭に乗っている女性は先頭に乗っている女性は
ナーン・テーンと呼ばれる人で、ナーン・テーンと呼ばれる人で、
精霊たちはこの人を介して精霊たちはこの人を介して
自分たちの要望を夢で告げ知らせる。自分たちの要望を夢で告げ知らせる。
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漕ぎ手は乗る前に必ず舟の精霊に対し漕ぎ手は乗る前に必ず舟の精霊に対し
一礼をしてから乗りこむ。一礼をしてから乗りこむ。

舟に乗っている際にも、舟の精霊を舟に乗っている際にも、舟の精霊を
怒らせることのないよう、舟底を櫂で怒らせることのないよう、舟底を櫂で
叩かないなど、いくつかのタブーが存在する。叩かないなど、いくつかのタブーが存在する。



競漕をおこなう川岸では、岸ならびに川に住む精霊に対しても競漕をおこなう川岸では、岸ならびに川に住む精霊に対しても
簡単な儀礼をおこなう。通常は、ろうそく、線香、お酒、たばこが簡単な儀礼をおこなう。通常は、ろうそく、線香、お酒、たばこが
供えらるが、村によってはバイヤナーンという葉とキンマが供えられる。供えらるが、村によってはバイヤナーンという葉とキンマが供えられる。



競漕祭をとりまく村人たちの儀礼（3）
ワット・チャン競漕祭当日

舟に乗り込むナーンテン舟に乗り込むナーンテン
村の守護霊が無事に舟に乗り移り村の守護霊が無事に舟に乗り移り
競漕祭に参加していることを示す競漕祭に参加していることを示す

シーコッタボン郡シーコッタボン郡UMUM村村

村の守護霊を祀るナーンテンを村の守護霊を祀るナーンテンを
先頭に舟に向かう漕ぎ手たち先頭に舟に向かう漕ぎ手たち



★97年以降 競漕祭に参加した舟の数

混
在
期

論争

近年の動き：舟をめぐる伝統論争

年号
パペニー
（伝統舟）

スード
（スポーツ舟）

1997 34     艘

1998 27

1999 26

2000 18 8

2001 14 6

2002 20 0

2003 13 10

2004 8 12

2005 11 9

2006 10 12

2007 11 9

2008 11 9

2009 14 6

2010 14 6

2011 15 6

競漕
カテゴリー
分け開始

競漕
カテゴリー
分け開始

【各村が所有している舟の分布】(2007年)
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【形 状 差】

＜伝統舟＞

＜新しい舟＞

【構 造 差】



伝統舟とは…

1．舳先と艫がニェームであること

2．舟の後方で舵取りをする漕ぎ手が2人以上立ち漕ぎであること

3．舳先と艫の長さが共に3.5mを超えないこと、
横幅が35cm以上であること

4．舟の中木は竹を使用すること

5．舟の両側には、舟の縁木を使用していること

6．舳先と艫にはラオスの伝統に則り、飾り付けをすること

7．舟の両側に水よけがないこと

8．舟の前方が大きい形をしていること

1．舳先と艫がニェームであること

2．舟の後方で舵取りをする漕ぎ手が2人以上立ち漕ぎであること

3．舳先と艫の長さが共に3.5mを超えないこと、
横幅が35cm以上であること

4．舟の中木は竹を使用すること

5．舟の両側には、舟の縁木を使用していること

6．舳先と艫にはラオスの伝統に則り、飾り付けをすること

7．舟の両側に水よけがないこと

8．舟の前方が大きい形をしていること

競漕祭における伝統舟の規定



伝統的な舟の形状ならび構造



新しい舟の形状ならび構造



組木型 接合型
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スポンサーの存在
近年は競漕祭に参加するための経費が高額になりつつあり、
スポンサーなしには参加できない状況にある。



配布資料に記載した以外の参考文献

鈴木正崇 2010
「祭祀と世界観の変容ー中国貴州省苗族の龍船節をめぐってー」
『法学研究83巻2号』、慶應義塾大学法学部内法学研究会

鈴木正崇 2010
「祭祀と世界観の変容ー中国貴州省苗族の龍船節をめぐってー」
『法学研究83巻2号』、慶應義塾大学法学部内法学研究会


